
【事業概要】

【区域設定】

【利用状況の推移】

区分 ２１年度 ２２年度 ２３年度 ２４年度 ２５年度

対象戸数 405 357 344 310 306

訪問戸数 393 344 334 305 296

【量の見込み】

区分 ２７年度 ２８年度 ２９年度 ３０年度 ３１年度

対象戸数 286 275 265 255 246

【事業概要】

【区域設定】

【利用状況の推移】

区分 ２３年度 ２４年度 ２５年度

訪問件数 6 4 6

訪問率 1.7% 1.3% 2.0%

【量の見込み】

区分 ２７年度 ２８年度 ２９年度 ３０年度 ３１年度

訪問件数 7 7 7 6 6

【事業概要】

【区域設定】

【利用状況の推移】

区分 ２１年度 ２２年度 ２３年度 ２４年度 ２５年度

受診延べ人数 6,918 4,091 4,166 5,358 5,548

【量の見込み】

区分 ２７年度 ２８年度 ２９年度 ３０年度 ３１年度

受診延べ人数 4,004 3,850 3,710 3,570 3,444

妊婦一人当たり一般健康診査14枚、超音波検査6枚の受診票を配布
するが、超音波検査は一般健診と同時に行うことから、各年度の出
生数に14を乗じて算出した。

③妊婦健診事業

妊婦一般健康診査及び超音波検査を実施し、健康な子どもの出産を支援するも
の。

支援の必要な人に対し、市内全域を対象とした事業であり、現状どおり区域は全
市とする。

受給者が、希望する医療機関を選択し受診する事業であり、現状どおり区域は
全市とする。

※訪問率は、乳児家庭全戸訪
問事業の対象戸数に対する訪
問戸数の割合

訪問率を2.5％に設定し、各年度の出生数に乗じて算出した。

②養育支援訪問事業

乳児家庭全戸訪問事業とは別に、妊産婦の不安や悩みに対し、保健師による訪
問相談を行うもの。

※出生数の見込みを量の見込みとした。

資料　１

生後２か月までに保健師が訪問し、乳児や母親の心身状況を把握したうえで、
子育てに関する情報提供・相談などを行うもの。

「乳児家庭全戸訪問事業・養育支援訪問事業・妊婦健診事業」の量の見込み

①乳児家庭全戸訪問事業

訪問型の事業であり、現状どおり区域は全市とする。


